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表紙写真

2015 年９月にニューヨーク国連本部において「持続可能な開発のための 2030
アジェンダ」が採択されてから５年が経った。同アジェンダで定められた SDGs
は、持続可能な世界を実現するための 17 のゴール、169 のターゲットおよび指
標で構成され、環境、経済、社会の諸課題を包括的に扱っており、発展途上国の
みならず、先進国自身が取り組むべき普遍的な目標とされる。その達成には、市
民、地域により身近な地方自治体の取り組みが重要とされている。
※SDGs ロゴ・アイコンは国連使用許諾済。

国連 SDGs サイト : https://www.un.org/sustainabledevelopment/
なお、本誌の内容は国連によって承認されているものではなく、国連、その職
員や加盟国による見解を示すものでもありません。

●自治体国際化協会（CLAIR クレア）とは
　自治体の国際化推進を支援すること等を目的とする自治体の共同組織です。
　 東京に事務局・本部を構え、ニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、

ソウル、シドニー、北京に海外事務所を設置しています。JET プログラム
事業、自治体の海外活動の支援、諸外国の地域活性化に関する情報収集、
さらには日本の地方自治体制度の世界への発信などを実施し、自治体と世
界各国の懸け橋となっています。

●JET プログラムとは
　 

●詳細はクレアホームページで！　　http://www.clair.or.jp/

JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）とは、外国青年を
招致して地方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流推進
を図る事業です。ALT（外国語指導助手）、CIR（国際交流員）及び SEA

（スポーツ国際交流員）の 3 種類があり、2019 年 7 月 1日現在 57 か国から
5,761 人の青年が国内各自治体で活躍しています。


